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記名式無額面投資証券

 上限見込額は以下のとおりである。

ロベコ・キャピタル・グロース・ファンズ

－ロベコ・グローバル・エンゲージメント・エクイティーズ

－クラスＹＨ米ドル投資証券：14億7,810万米ドル（約2,370億7,246万

円）

－クラスＹＨ円ヘッジ投資証券：1,377億円

 （注１）クラスＹＨ米ドル投資証券の上限見込額は、便宜上、クラスＹＨ米ドル投資証券

の2026年４月末日現在の１口当たり純資産価格（147.81米ドル）に1,000万口を乗

じて算出された金額である。

（注２）クラスＹＨ円ヘッジ投資証券の上限見込額は、便宜上、クラスＹＨ円ヘッジ投資

証券の2026年４月末日現在の１口当たり純資産価格（68.85円）に20億口を乗じて

算出された金額である。

（注３）米ドルの円貨換算は、特に記載がない限り、便宜上、2026年４月30日現在の株式

会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝160.39円）によ

る。以下同じ。

【縦覧に供する場所】 該当事項なし
 

EDINET提出書類

ロベコ・キャピタル・グロース・ファンズ(E33591)

訂正有価証券届出書（外国投資証券）

 1/27



１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

2026年６月30日に提出した有価証券届出書について、同年７月16日付で本投資法人の設立国における

英文目論見書が変更されたことから、これに関する記載を訂正するため、本訂正届出書を提出するもの

です。

 

２【訂正の内容】

下線部＿＿は訂正部分を示します。
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第二部　ファンド情報

第１　ファンドの状況

１　外国投資法人の概況

（４）外国投資法人の機構

①　統治に関する事項

（ロ）外国投資法人の内部管理の組織、人員および手続き

（ｂ）管理会社

＜訂正前＞

（前略）

2026年６月10日現在、管理会社の取締役会は、以下の者で構成される。

－　Ｋ・ファン・バールトワイク（K. van Baardwijk）

－　Ｍ・Ｃ・Ｗ・デン・ホランダー（M.C.W. den Hollander）

－　Ｍ・プリンス（M. Prins）

 

2026年６月10日現在、管理会社のエグゼクティブ・コミッティーは、以下の者で構成される。

－　Ｋ・ファン・バールトワイク（K. van Baardwijk）

－　Ｍ・Ｃ・Ｗ・デン・ホランダー（M.C.W. den Hollander）

－　Ｔ．リフトフート（T. Ligtvoet）

－　Ｊ．ゴットマース（J. Gottmers）

－　Ｒ．Ｃ．フォンク（R.C. Vonk）

－　Ｓ．ファン・デン・アッカー＝マルテンス（S. van den Akker-Martens）

－　Ａ・Ｎ・Ｋ・エザー（A.N.K. Eser）

 

2026年６月10日現在、管理会社の監査役会は、以下の者で構成される。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

2026年７月16日現在、管理会社の取締役会は、以下の者で構成される。

－　Ｋ・ファン・バールトワイク（K. van Baardwijk）

－　Ｍ・Ｃ・Ｗ・デン・ホランダー（M.C.W. den Hollander）

 

2026年７月16日現在、管理会社のエグゼクティブ・コミッティーは、以下の者で構成される。

－　Ｋ・ファン・バールトワイク（K. van Baardwijk）

－　Ｍ・Ｃ・Ｗ・デン・ホランダー（M.C.W. den Hollander）

－　Ｉ・Ｒ・Ｍ．フリーリンク（I.R.M. Frielink）

－　Ｔ．リフトフート（T. Ligtvoet）

－　Ｊ．ゴットマース（J. Gottmers）

－　Ｒ．Ｃ．フォンク（R.C. Vonk）

－　Ｓ．ファン・デン・アッカー＝マルテンス（S. van den Akker-Martens）

－　Ａ・Ｎ・Ｋ・エザー（A.N.K. Eser）

 

2026年７月16日現在、管理会社の監査役会は、以下の者で構成される。
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（後略）

 

２　投資方針

（１）投資方針

＜訂正前＞

（前略）

投資戦略

サブ・ファンドは、その総資産の少なくとも３分の２を、主に成熟経済圏（先進国市場）で事業を

行う世界中の企業の株式にエクスポージャーを取る。サブ・ファンドは、少数の大型銘柄に重点的に

投資する集中型のポートフォリオを構築している。

（中略）

サブ・ファンドのリスク・プロファイル

企業の株式への投資には、為替リスクおよび価格変動リスク等のリスク（例えば、譲渡性のある証

券や株式市場に連動するリスク）を伴うことがある。サブ・ファンドの投資対象は、市場変動にさら

されている。よって、サブ・ファンドの投資目的が達成される保証はない。サブ・ファンドの投資証

券の価格が取得時の価格を下回らないということについても保証はない。

（中略）

気候変動は、投資対象にマイナスの経済的影響を与える可能性のある異常気象につながる。気候リ

スクを専門とする第三者により提供される気候リスク・モデルに基づき、ポートフォリオが最も脆弱

である物理リスクが評価される。このサブ・ファンドの主な物理的リスクは（１）沿岸洪水、（２）

異常高温および（３）極端な降水である。

気候リスク・モデルは複雑であり、また、仮定およびデータの入手可能性を理由とする高い不確実

性を伴う。その結果、手法の変更がリスク分類の変化につながる可能性がある。気候リスク・モデル

は、企業の潜在的な脱炭素化コストを評価する。企業の方針および抱負に焦点を当てる「ＥＳＧ」ス

コアとは対照的に、企業の積極的な方針および抱負は考慮されない。

（中略）

証券貸付、（リバース・）レポ契約およびエクイティ・スワップ（ＴＲＳおよびＣＦＤを含む。）

（中略）

管理会社は、本投資法人のために、関連するサブ・ファンドの現金ポジションに関してレポ取引／

リバース・レポ取引を行う。管理会社は、第三者（当該第三者は、保管受託銀行に関係する場合があ

る。）を任命し、当該取引を実施する場合がある。レポ取引／リバース・レポ取引からの純収入は、

合理的な運用コストおよび手数料を控除した上で、関連するサブ・ファンドの勘定に限定される。本

投資法人の年次報告書は、レポ取引／リバース・レポ取引から生じる収入の詳細および発生した直接

のおよび間接的な運用コストおよび手数料の詳細を記載するものとする。

管理会社は、エクイティ・スワップ（ＴＲＳおよびＣＦＤを含む。）に投資する場合がある。エク

イティ・スワップ（ＴＲＳおよびＣＦＤを含む。）からのリターンは、関連するサブ・ファンドの勘

定に限定される。

証券貸付取引／レポ契約／エクイティ・スワップ（ＴＲＳおよびＣＦＤを含む。）の取引相手方

は、下記「３　投資リスク　ｂ．投資リスクに対する管理体制　リスク管理プロセス」に記載のとお

り評価される。

（後略）
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＜訂正後＞

（前略）

投資戦略

サブ・ファンドは、その総資産の少なくとも３分の２を、主に成熟経済圏（先進国市場）で事業を

行う世界中の企業の株式にエクスポージャーを取る。サブ・ファンドは、限られた数の高確信度ポジ

ションに重点的に投資する集中型のポートフォリオを構築している。

（中略）

サブ・ファンドのリスク・プロファイル

企業の株式への投資には、為替リスクおよび価格変動リスク等のリスク（例えば、譲渡性のある証

券や株式市場に連動するリスク）を伴うことがある。サブ・ファンドの投資対象は、市場変動にさら

されている。よって、サブ・ファンドの投資目的が達成される保証はない。サブ・ファンドの投資証

券の価格が取得時の価格を下回らないということについても保証はない。サブ・ファンドは、新興国

市場および発展途上の市場にも投資を行うが、これらの市場では法制度、司法制度および規制インフ

ラがなお発展途上にあり、現地の市場参加者のみならず海外の取引相手方にとっても、法的な不確実

性が存在する場合がある。

（中略）

気候変動は、投資対象にマイナスの経済的影響を与える可能性のある異常気象につながる。気候リ

スクを専門とする第三者により提供される気候リスク・モデルに基づき、３度の気温上昇シナリオを

前提として、ポートフォリオが最も脆弱である物理リスクが評価される。このサブ・ファンドの主な

物理的リスクは（１）異常高温、（２）熱帯低気圧および（３）沿岸洪水である。

気候リスク・モデルは複雑であり、また、仮定およびデータの入手可能性を理由とする高い不確実

性を伴う。その結果、手法の変更がリスク分類の変化につながる可能性がある。気候移行リスク・モ

デルは、企業の潜在的な脱炭素化コストを評価する。企業の方針および抱負に焦点を当てる「ＥＳ

Ｇ」スコアとは対照的に、企業の積極的な方針および抱負は考慮されない。

（中略）

証券貸付、（リバース・）レポ契約およびエクイティ・スワップ（ＴＲＳおよびＣＦＤを含む。）

（中略）

管理会社は、本投資法人のために、関連するサブ・ファンドの現金ポジションに関してレポ取引／

リバース・レポ取引を行う。管理会社は、第三者（当該第三者は、保管受託銀行に関係する場合があ

る。）を任命し、当該取引を実施する場合がある。レポ取引／リバース・レポ取引からの純収入は、

合理的な運用コストおよび手数料を控除した上で、関連するサブ・ファンドの勘定に限定される。本

投資法人の年次報告書は、レポ取引／リバース・レポ取引から生じる収入の詳細および発生した直接

のおよび間接的な運用コストおよび手数料の詳細を記載するものとする。

証券貸付取引／レポ契約／エクイティ・スワップ（ＴＲＳおよびＣＦＤを含む。）の取引相手方

は、下記「３　投資リスク　ｂ．投資リスクに対する管理体制　リスク管理プロセス」に記載のとお

り評価される。

（後略）
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３　投資リスク

ａ．リスク要因

＜訂正前＞

（前略）

ｃ）流動性リスク

資産流動性リスク

（中略）

本投資法人は、短期／一時的資金提供（必要な場合）を目的として、かつ、ルクセンブルグの法令

上認められる範囲内で、保管受託銀行に設定した当座貸越を利用することができる。当座貸越による

借入れは、本投資法人および保管受託銀行間で相互に合意する料率による金利を課せられ、各サブ・

ファンドのポートフォリオの原資産を担保とする。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

ｃ）流動性リスク

資産流動性リスク

（中略）

本投資法人は、短期／一時的資金提供（必要な場合）を目的として、かつ、ルクセンブルグの法令

上認められる範囲内で、保管受託銀行に設定した当座貸越を利用することができる。当座貸越による

借入れは、本投資法人および保管受託銀行間で相互に合意する料率による金利を課せられ、各サブ・

ファンドのポートフォリオの原資産を担保とする。

本投資法人は、投資主の最善の利益のために流動性リスクを軽減することを目的として、下記「第

三部　外国投資法人の詳細情報　第２　手続等　２　買戻し手続等」に定める複数の流動性管理ツー

ルを利用することができる。

（後略）

 

ｂ．投資リスクに対する管理体制

＜訂正前＞

（前略）

グローバル・エクスポージャーの算出方法およびレバレッジ

 

サブ・ファンドの名称 グローバル・エクスポージャーの算出方法

ロベコ・グローバル・エンゲージメント・エクイ

ティーズ
コミットメント・アプローチ

＊レバレッジの予想最大水準は、本戦略が投資方針を実施するため広範に金融デリバティブ（先物、スワップおよび為替先物取

引を含む。）を使用する事実に起因する。監視は、レバレッジが過度な集中投資リスクに到ることがないよう実施される。
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＜訂正後＞

（前略）

グローバル・エクスポージャーの算出方法およびレバレッジ

 

サブ・ファンドの名称 グローバル・エクスポージャーの算出方法

ロベコ・グローバル・エンゲージメント・エクイ

ティーズ
コミットメント・アプローチ

 

４　手数料等及び税金

（３）管理報酬等

業務報酬

＜訂正前＞

さらに、本投資法人または様々なサブ・ファンドもしくはクラスは、管理会社が本投資法人に提供

する様々なサービスの対価として管理会社に支払われる年次固定業務報酬を負担する。この業務報酬

には、上記「管理報酬」及び下記「（４）その他の手数料等」に記載する管理報酬およびファンド費

用は含まれない。業務報酬は、所在地事務および上場代行会社、管理事務代行会社、登録事務代行会

社、監査人、法律および税務顧問に対する報酬、取締役の報酬および合理的な立替費用（管理会社ま

たはそのいずれかの関連会社の従業員ではない取締役に対するもの）、本投資法人に関するすべての

英文目論見書、覚書、報告書その他必要書類の作成、印刷および配布にかかる費用、本投資法人の行

政当局および証券取引所への登録に伴う手数料および費用、価格の公表費用および運営費用、ならび

に投資主総会開催費用等のその他すべての費用を反映することを目的とする。将来のサブ・ファンド

の設定費用、議決権行使費用、保管受託銀行および保管機関の報酬は、業務報酬に含まれる。

（中略）

年次業務報酬は、10億ユーロまでの運用資産につき、サブ・ファンドの関連する投資証券クラスの

月平均純資産価額（終値ベース）の年率0.26％を上限として支払われる。サブ・ファンドの各投資証

券クラスに適用される関連する業務報酬は、上記「２　投資方針（１）投資方針」に記載される。サ

ブ・ファンドの投資証券クラスの資産が10億ユーロを上回る場合、かかる金額を超えた資産に対し

て、関連するサブ・ファンドの投資証券クラスの業務報酬につき0.02％の割引が適用され、50億ユー

ロを上回る資産に対しては、さらに0.02％の割引が適用される。ただし、年次業務報酬料率は特定の

投資証券クラスに対して0.01％を下回ることはない。あるクラスにおいて年次業務報酬の支払いが

0.00％と規定されている場合、関連するクラスが負担する年次業務報酬で賄われる費用はロベコが負

担する。

（後略）

 

＜訂正後＞

さらに、本投資法人または様々なサブ・ファンドもしくはクラスは、管理会社に支払われる年次固

定業務報酬を負担する。業務報酬は、所在地事務および上場代行会社、管理事務代行会社、登録事務

代行会社、監査人、法律および税務顧問に対する報酬、取締役の報酬および合理的な立替費用（管理

会社またはそのいずれかの関連会社の従業員ではない取締役に対するもの）、本投資法人に関するす

べての英文目論見書、覚書、報告書その他必要書類の作成、印刷および配布にかかる費用、本投資法

人の行政当局および証券取引所への登録に伴う手数料および費用、価格の公表費用およびサブ・ファ

ンドに関して管理会社が支出する運営費用、ならびに投資主総会開催費用等の本投資法人を運用する

際に管理会社が負担するその他すべての費用を反映することを目的とする。将来のサブ・ファンドの

設定費用、議決権行使費用、保管受託銀行および保管機関の報酬は、業務報酬に含まれる。

（中略）
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年次業務報酬は、サブ・ファンドの関連する投資証券クラスの月平均純資産価額（終値ベース）の

年率0.26％を上限として支払われる。サブ・ファンドの各投資証券クラスに適用される関連する業務

報酬は、上記「２　投資方針（１）投資方針」に記載される。サブ・ファンドの運用資産が35億ユー

ロを上回る場合、かかる金額を超えた資産に対して、サブ・ファンドの業務報酬につき0.02％の割引

が適用され、35億ユーロを上回る20億ユーロごとの追加分のサブ・ファンドの資産に対しては、さら

に0.02％の割引が適用される。ただし、年次業務報酬料率は特定の投資証券クラスに対して0.01％を

下回ることはない。あるクラスにおいて年次業務報酬の支払いが0.00％と規定されている場合、関連

するクラスが負担する年次業務報酬で賄われる費用はロベコが負担する。

（後略）

 

（４）その他の手数料等

＜訂正前＞

投資前に徴収される手数料

（中略）

申込手数料

申込手数料には、以下の手数料の合計額が含まれる。

－　販売代行会社が申込手数料の適用を決定できる。当該手数料は、投資証券の購入前に登録事務

代行会社により投資主の投資額から控除される。販売代行会社が適用できる申込手数料の上限

は、株式サブ・ファンドで５％である。ただし、機関投資家のみが購入可能な投資証券につい

ては、申込手数料の上限は0.50％とする。かかる比率は、申込金総額に対する比率である。投

資主は現行の申込手数料の詳細について、自身の販売代行会社に問い合わせることができる。

（中略）

投資証券クラスの１年間の報酬および費用

（中略）

ブローカー業務

ブローカーは、注文執行に対する取引手数料を請求する。本投資法人は、一部のサブ・ファンドに

ついて取引手数料における追加項目のための支払いを行うことができる。これが投資リサーチのため

の手数料である。かかる手数料は、包括業務契約またはコミッション・シェアリング・アレンジメン

トを通じて請求される。本投資法人はこの使途について監査済財務書類で説明する。

コミッション・シェアリング・アレンジメントでは、リサーチ費用は執行費用と分離される。よっ

て、投資リサーチに対する手数料は、ブローカーの勘定内で本投資法人の残金となる。本投資法人

は、投資リサーチを提供するが注文執行は得意でないかまたは執行業務を行っていない別のブロー

カーに対して当該手数料（の一部）を送金することがある。本投資法人は、これにより最良の投資リ

サーチを提供するブローカーに支払いが行われると考える。注文執行を投資リサーチと分離すること

で、どちらの分野でも最良のブローカーを選択することが可能となる。

包括業務契約では、執行手数料および投資リサーチは、同一ブローカーから提供され、支払いは分

離されずに実施される。

これらの取決めの利用については、監査済財務書類に詳述される。

（後略）
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＜訂正後＞

投資前に徴収される手数料

（中略）

申込手数料

申込手数料には、以下の手数料の合計額が含まれる。

－　販売代行会社が申込手数料の適用を決定できる。当該手数料は、投資証券の購入前に登録事務

代行会社により投資主の投資額から控除される。販売代行会社が適用できる申込手数料の上限

は、株式サブ・ファンドで５％である。ただし、機関投資家のみが購入可能な投資証券につい

ては、申込手数料の上限は0.50％とする。かかる比率は、申込金総額に対する比率である。投

資主は現行の申込手数料の詳細について、自身の販売代行会社に問い合わせることができる。

一部の法域においては、現地の市場慣行および競争環境を反映して、より低い申込手数料が適

用される場合がある。このような相違は、各地域の市場慣行に適合し、競争力を確保すること

を目的とするものであり、グローバルな投資戦略または投資家の権利に影響を及ぼすものでは

ない。

（中略）

投資証券クラスの１年間の報酬および費用

（中略）

ブローカー業務

ブローカーは、注文執行に対する手数料およびリサーチのための報酬の２つの要素から構成される

注文執行サービスに対する手数料（リサーチのための手数料を除く。）または取引手数料を請求す

る。リサーチに係る手数料は、当該リサーチが管理会社における投資意思決定プロセスの改善に直接

関連する場合に限り支払われる。かかる手数料は、包括業務契約またはコミッション・シェアリン

グ・アレンジメント（CSAs）を通じて請求される。

包括業務契約では、執行手数料および投資リサーチは、同一ブローカーから提供され、支払いは分

離されずに実施される。

CSAの下では、執行手数料およびリサーチ手数料は、総取引手数料の構成要素として別個に管理され

る。リサーチ手数料は執行ブローカーによって徴収され、当該ブローカーのコミッション・シェアリ

ング・アカウントにおいて分別して保管される。本投資法人は、当該コミッション・シェアリング・

アカウントから、該当するリサーチ提供者に対してリサーチ手数料を支払うことがある。CSAの利用に

より、本投資法人は最良執行を実現するブローカーおよび最良のリサーチを提供する業者をそれぞれ

選定することができる。

これらの取決めの利用については、監査済財務書類に詳述される。

本投資法人は、規制上の動向に応じて、そのアプローチを変更することがある。

（後略）

 

第三部　外国投資法人の詳細情報

第２　手続等

２　買戻し手続等

海外における買戻し手続等

＜訂正前＞

（前略）

取締役会は、関係する投資主の同意を得た上で、本投資法人の投資証券を有価証券の譲渡により現物

で買い戻すことを承認することができるが、かかる買戻しが衡平な基準に基づき、その他の投資主の利

益に反しない場合に限る。取締役会が、かかる現物による買戻しが本投資法人の利益となるか、または

本投資法人の利益を保護するものとみなす場合を除いて、当該買戻しを行う投資主または第三者は、か
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かる現物による買戻しに係る費用（ルクセンブルグ法により義務付けられる監査人による評価報告書の

作成費用を含む。）を負担する。

上記「第二部　ファンド情報　第１　ファンドの状況　２　投資方針　（１）投資方針」に別段の定

めのない限り、評価日の締切時間までに登録事務代行会社が受領した投資証券クラスの買戻請求は、受

理される場合、当該評価日現在の投資証券１口当たり純資産価格に基づく買戻価格で取り扱われる。締

切時間より後に受領した請求は、翌評価日に処理されるものとする。市況が著しく悪化した場合、本投

資法人は、買戻請求に応じる時間をより多く確保するため、投資主が自身の投資証券を買い戻す際に本

投資法人に行わなければならない事前通知期間の設定を一時的に適用することを決定することができ

る。当該通知期間に関する告知は、ウェブサイトhttps://www.robeco.com/en/riamに掲載される。

（中略）

買戻注文の金額が、投資主の口座の価額を上回る場合、当該注文は自動的に、当該投資主の口座に保

有される全投資証券の買戻注文として取り扱われる。

特定の評価日のサブ・ファンドにつき受領した買戻請求（または転換請求）が、当該サブ・ファンド

の純資産価額の10％を上回る場合、本投資法人は、その超過分の買戻請求を翌評価日に繰り延べ、当該

評価日に算出される投資証券１口当たり純資産価格に基づく買戻価格で処理することができる。当該評

価日において、繰り延べられた買戻請求は、その後の買戻請求に優先して処理される。

本投資法人は、例外的な状況において、本投資法人の資産の相当部分を投資している市場において為

替規制または類似の市場規制による障害発生時に投資対象の売却代金を本国に送金するのに必要な期間

（30銀行営業日を超えない期間）で、買戻手取金の支払期間を延長することができる。

 

＜訂正後＞

（前略）

本投資法人は、関係する投資主の同意を得た上で、サブ・ファンドの投資証券を有価証券の譲渡によ

り現物で買い戻すことを承認することができるが、かかる買戻しが衡平な基準に基づき、その他の投資

主の利益に反しない場合に限る。本投資法人が、かかる現物による買戻しが本投資法人の利益となる

か、または本投資法人の利益を保護するものとみなす場合を除いて、当該買戻しを行う投資主または第

三者は、かかる現物による買戻しに係る費用（ルクセンブルグ法により義務付けられる監査人による評

価報告書の作成費用を含む。）を負担する。

現物による買戻しは、常に実施可能であるとは限らず、実務上困難であったり、費用対効果の観点か

ら適切でない場合があり、また既存の投資主に不利益な影響を及ぼす可能性がある。

上記「第二部　ファンド情報　第１　ファンドの状況　２　投資方針　（１）投資方針」に別段の定

めのない限り、評価日の締切時間までに登録事務代行会社が受領した投資証券クラスの買戻請求は、受

理される場合、当該評価日現在の投資証券１口当たり純資産価格に基づく買戻価格で取り扱われる。締

切時間より後に受領した請求は、翌評価日に処理されるものとする。市況が著しく悪化した場合、本投

資法人は、買戻請求に応じる時間をより多く確保するため、投資主が自身の投資証券を買い戻す際に本

投資法人に行わなければならない事前通知期間の設定を一時的に適用することを決定することができ

る。当該通知期間に関する発表は、ウェブサイトhttps://www.robeco.com/en/riamに掲載される。

（中略）

買戻注文の金額が、投資主の口座の価額を上回る場合、当該注文は自動的に、当該投資主の口座に保

有される全投資証券の買戻注文として取り扱われる。

本投資法人は、例外的な状況において、本投資法人の資産の相当部分を投資している市場において為

替規制または類似の市場規制による障害発生時に投資対象の売却代金を本国に送金するのに必要な期間

（30銀行営業日を超えない期間）で、買戻手取金の支払期間を延長することができる。

 

買戻しゲート

EDINET提出書類

ロベコ・キャピタル・グロース・ファンズ(E33591)

訂正有価証券届出書（外国投資証券）

10/27



本投資法人は、その裁量により、一時的に買戻しゲートを導入することがある。当該買戻しゲートの

適用期間の上限や適用回数の上限は定められていないが、その利用は一時的なものに限定され、かつ投

資主の利益に資するものでなければならない。

特定の評価日に関して、いずれかのサブ・ファンドについて受領した買戻請求または転換請求につい

て、当該サブ・ファンドの全投資証券クラスに係る当日の純買戻請求額または純転換請求額の合計が当

該サブ・ファンドの純資産価額の10％を超える場合、当該請求は翌評価日に繰り延べられることがあ

る。また、当該サブ・ファンドが登録されている法域において適用される法令上許容される範囲に限

り、未執行の注文は取り消されることがある。

受領された買戻請求および転換請求は、比例按分ベースで執行され、その過程において投資主間の公

平な取扱いが確保される。翌評価日に繰り延べられた投資主の買戻請求または転換請求は、その評価日

に算定される１口当たり純資産価額に基づく買戻価格で執行される。

投資証券クラスの購入、買戻しまたは転換を申請した投資主に対しては、このようなゲート措置が適

用された場合、その旨を書面により通知する。

 

サイドポケット

例外的な状況において、かつ投資主の利益に照らして正当である場合には、本投資法人は、適用され

るすべての法令および規制に基づき認められるあらゆる方法により、また認められる最大限の範囲で、

サイドポケットの導入を検討することがある。

 

流動性管理ツール

本投資法人は、サブ・ファンドの流動性リスク管理に関して、流動性管理ツールの選定、設定、導入

および解除について主たる責任を負う。これらのツールは、通常の市場環境下のみならずストレス市場

環境下においても、サブ・ファンドの投資主の利益を損なうことなく買戻請求に対応できるようにする

ことを目的としている。

本投資法人は、サブ・ファンドの流動性リスクをさまざまな市場環境下で適切に管理するため、投資

戦略、投資家層、取引条件、サブ・ファンドに対して実施された流動性ストレステストの結果等を含む

がこれに限らない要素を考慮し、包括的な流動性管理ツールの体系を選定している。

本投資法人は、流動性管理ツールの利用に関する適切なガバナンス体制および方針を整備している。

本投資法人は、投資主の最善の利益を考慮し、市場環境および当該サブ・ファンドの特性に照らして適

切であると判断する場合、選定された流動性管理ツールの設定内容および導入を決定することがある。

本投資法人は、流動性管理ツールを単独で導入するか、または他の流動性管理ツール若しくはその他の

流動性管理措置と組み合わせて導入するかを評価する。

流動性管理ツールはサブ・ファンドレベルで適用されるため、当該サブ・ファンドのすべての投資証

券クラスに適用される。

2010年法の別紙Ⅲに定めるところに従い、本投資法人が選択可能な流動性管理ツールは以下のとおり

である。
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１．申込み、転換および買戻しの停止

申込み、転換および買戻しの停止とは、サブ・ファンドの投資証券の申込み、転換および買戻しを

一時的に認めないことをいう。この流動性管理ツールについては、下記「第３　管理及び運営　１　

資産管理等の概要　（１）資産の評価　（ⅱ）純資産価額の計算ならびに投資証券の発行、買戻しお

よび乗換えの停止　純資産価額決定の一時的停止」に記載されている。

２．買戻しゲート

買戻しゲートとは、投資主による投資証券の買戻請求権を一時的かつ部分的に制限し、投資主が保

有する投資証券の一定割合についてのみ買戻しできるようにする措置をいう。この流動性管理ツール

については、本「海外における買戻し手続等」に記載されている。

３．通知期間の延長

通知期間の延長とは、投資主が投資証券の買戻しを行う際に必要な事前通知期間について、当該サ

ブ・ファンドに適切とされる最低期間を超えて延長することをいう。この流動性管理ツールについて

は、本「海外における買戻し手続等」に記載されている。

４．スイング・プライシング

スイング・プライシングとは、流動性コストを反映する調整係数を適用することにより、１口当た

り純資産価格を調整する、あらかじめ定められた仕組みをいう。この流動性管理ツールについては、

下記「第３　管理及び運営　１　資産管理等の概要　（１）資産の評価　（ⅰ）純資産価額の計算　

スイング・プライシング」に記載されている。

５．サイドポケット

サイドポケットとは、サブ・ファンドを継続して運用できるようにすることを目的として、例外的

な状況により経済的または法的特性が著しく変化し、または不確実なものとなった特定の資産を、サ

ブ・ファンドのその他の資産から分離することをいう。この流動性管理ツールについては、本「海外

における買戻し手続等」に記載されている。

 

第３　管理及び運営

１　資産管理等の概要

（１）資産の評価

（ⅰ）純資産価額の計算

スイング・プライシング

＜訂正前＞

投資証券は、単一の価格（本項において、以下「当価格」という。）に基づき発行され、買い戻さ

れる。投資証券１口当たり純資産価格は、いずれの評価日においても、当該評価日に購入が上回って

いる（流入超）か、買戻しが上回っているか（流出超）に基づき、以下に規定の方法で当価格になる

よう調整されることがある。この仕組みは、スイング・プライシングとしても知られる。評価日にお

いて、サブ・ファンドまたはサブ・ファンドの投資証券クラスにおいて取引が行われなかった場合、

当価格は、未調整の投資証券１口当たり純資産価格となる。

投資証券１口当たり純資産価格を算出する目的で各サブ・ファンドの資産を評価する基準は、上記

のとおりである。ただし、金融商品をサブ・ファンドのために購入または売却する実費は、例えば、

売買スプレッド、マーケット・インパクト、ブローカー手数料、租税公課、外国為替コストおよび保

管取引手数料等により、投資証券１口当たり純資産価格の算出に際し使用される最新の入手可能な価

格または純資産価額（該当する方）と乖離することがある。これらの費用は、サブ・ファンドの価額

に悪影響を及ぼすため、「希薄化」とみなされる。

既存または残存投資主を希薄化の影響から保護するため、本投資法人はその裁量により、スイン

グ・プライシングを適用することがある。その場合、サブ・ファンドに関する申込みまたは買戻しに

応じるために発生し得る、推定される経費、費用および証券価格への潜在的な影響を考慮して、投資
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証券１口当たり純資産価格が調整される。この調整は割合で表され、「スイング・ファクター」とも

呼ばれる。

スイング・プライシングは、サブ・ファンドについて、購入が上回っている（流入超）場合には当

価格をスイング・ファクター分だけ引き上げ、買戻しが上回っている（流出超）場合には当価格をス

イング・ファクター分だけ引き下げる。スイング・ファクターは、推定される経費、費用および証券

価格への潜在的な影響を賄うために本投資法人が適切と認める数値に設定される。スイング・ファク

ターは、注文の種類（流入超または流出超）、当該サブ・ファンドの原資産となる金融商品、または

市況によって変動する場合がある。

サブ・ファンドの各クラスの当価格は個別に算出されるが、スイング・ファクターは、各クラスの

当価格に同一の割合で影響を及ぼす。スイング・プライシングは、サブ・ファンドレベルでの資本活

動に基づいており、個々の投資家取引の具体的な状況には対応していない。疑義を避けるために付言

すると、同じ状況にある投資主は同一の扱いを受け、管理事務代行会社は、投資証券１口当たり純資

産価格（適用される成功報酬を含む。）に基づいて費用を計算する際、引き続き未調整の投資証券１

口当たり純資産価格を使用する。

スイング・プライシングの適用の要件は、関連するサブ・ファンドの投資証券の申込量または買戻

量による。本投資法人は、スイング・プライシングの適用がなければ既存の投資主（申込みの場合）

または残存投資主（買戻しの場合）が悪影響を被ると判断する場合に、その裁量において、これを適

用することができる。

本投資法人は部分的なスイング・プライシングを適用する。これは、通常、サブ・ファンドの投資

証券の取引総量（申込みおよび買戻しの両方を含む。）が予め定められた閾値を超えた場合に、評価

日にスイング・プライシングが適用されるものである。本投資法人は、スイング・プライシングを適

用する状況に関して裁量権を留保する。本投資法人は、投資主の利益のために必要であると判断した

場合、スイング・プライシングを適用する。

スイング・ファクターおよびその適用閾値は、市況、または投資主の利益のために変更が必要であ

ると本投資法人が判断するその他の状況に応じて、随時変更されることがある。市況を踏まえ、スイ

ング・ファクターの適切性を検証するため、定期的な見直しが行われる。

一般的に、スイング・ファクターが純資産価額の２％を超えることは想定されていない。例外的な

状況において、取締役会は、投資主の最善の利益のために、一時的にこの上限を引き上げることを決

定する場合がある。かかる例外的な状況は、テロ攻撃もしくは戦争（またはその他の敵対行為）、深

刻なパンデミックまたは自然災害（ハリケーンや超大型台風など）による市場のボラティリティの高

まり、市場の混乱または経済の減速（ただし、これらに限られない。）によって引き起こされる可能

性がある。

このような場合、スイング・ファクターの上限の引上げについては、ウェブサイト

https://www.robeco.com/en/riamにて投資主に通知される。

スイング・プライシングの詳細および実際のスイング・ファクターについては、

https://www.robeco.com/en/riamを参照のこと。

 

＜訂正後＞

投資証券は、単一の価格（本項において、以下「当価格」という。）に基づき発行される。

投資証券１口当たり純資産価格を算出する目的で各サブ・ファンドの資産を評価する基準は、上記

のとおりである。本投資法人は、その裁量により、希薄化の影響および潜在的なファースト・ムー

バー・アドバンテージを軽減するため、スイング・プライシングを適用することがある。希薄化は、

金融商品をサブ・ファンドのために購入または売却する実費は、例えば、売買スプレッド、マーケッ

ト・インパクト、ブローカー手数料、租税公課、外国為替コストおよび保管取引手数料等により、投

資証券１口当たり純資産価格の算出に際し使用される最新の入手可能な価格または純資産価額（該当
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する方）と乖離する場合に生じる。希薄化は、サブ・ファンドの価額に悪影響を及ぼし、したがって

投資主に影響を及ぼすことになる。

スイング・プライシングは、取引を行う投資家に対して、その取引活動により生じる取引コストを

負担させることにより、投資主を希薄化および潜在的なファースト・ムーバー・アドバンテージから

保護することを目的とした投資家保護手法である。これは、予め定められた仕組みに基づき、スイン

グ・ファクターを適用して投資ファンドの受益証券または投資証券の純資産価額を調整するメカニズ

ムである。

スイング・ファクターは、サブ・ファンドの取引に関して推定される経費、費用および証券価格へ

の潜在的な影響を反映するために本投資法人が適切と認める数値に設定される。

本投資法人は部分的なスイング・プライシングを適用する。これは、通常、サブ・ファンドの投資

証券の取引総量（申込みおよび買戻しの両方を含む。）が予め定められた一またはそれ以上の閾値を

超えた場合に、評価日にスイング・プライシングが適用されるものである。

スイング・ファクターは、１口当たり純資産価格の一定割合として表示される。スイング・プライ

シングによる調整の方向は、取引日における純資本活動の状況に基づいて決定される。サブ・ファン

ドが購入が上回っている（流入超）場合には、スイング・ファクター分だけ１口当たり純資産価格を

引き上げ、買戻しが上回っている（流出超）場合には、スイング・ファクター分だけ１口当たり純資

産価格を引き下げる。また、必要と判断される場合には、本投資法人は、純資本活動の規模に応じて

スイング・ファクターを段階的に引き上げて適用することができる。

スイング・ファクターの計算のための方法およびスイング・プライシングの適用のための閾値は、

本投資法人により決定される。それらは、市況、または投資主の利益のために変更が必要であると本

投資法人が判断するその他の状況に応じて、随時変更されることがある。スイング・ファクターおよ

び閾値の発動は、定期的に見直される。

一般的に、スイング・ファクターが純資産価額の２％を超えることは想定されていない。例外的な

状況において、本投資法人は、投資主の最善の利益のために、一時的にこの上限を引き上げることを

決定する場合がある。かかる例外的な状況は、テロ攻撃もしくは戦争（またはその他の敵対行為）、

深刻なパンデミックまたは自然災害（ハリケーンや超大型台風など）による市場のボラティリティの

高まり、市場の混乱または経済の減速（ただし、これらに限られない。）によって引き起こされる可

能性がある。

このような場合、スイング・ファクターの上限の引上げについては、ウェブサイト

www.robeco.com/en/riamにて投資主に通知される。

疑義を避けるために付言すると、同じ状況にある投資主は同一の扱いを受け、管理事務代行会社

は、投資証券１口当たり純資産価格（適用される成功報酬を含む。）に基づいて費用を計算する際、

引き続き未調整の投資証券１口当たり純資産価格を使用する。

投資主は、１口当たり純資産価格に調整が加えられることにより、サブ・ファンドの１口当たり純

資産価格の変動が、当該サブ・ファンドの原資産の真のパフォーマンスを完全には反映しない場合が

あることに留意する必要がある。

スイング・プライシングの詳細および実際のスイング・ファクターについては、

www.robeco.com/en/riamを参照のこと。
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（ⅱ）純資産価額の計算ならびに投資証券の発行、買戻しおよび乗換えの停止

＜訂正前＞

純資産価額決定の一時的停止

純資産価額の決定、ひいては一およびすべてのサブ・ファンドの投資証券クラスの発行、転換およ

び買戻しは、例外的状況が、かかる制限または停止のやむを得ない理由を構成すると取締役会が判断

した場合に随時、本投資法人およびその投資主の利益のために、制限または停止されることがある。

かかる状況には、例えば以下の場合が含まれる。

（中略）

（ｄ）本投資法人が、投資証券の買戻しの支払いを目的とした資金の本国送金が行えない期間、また

は投資対象の現金化もしくは取得、または投資証券の買戻しによる支払いに伴う資金の送金

が、通常の為替レートで実施できないと取締役会が判断した期間

（ｅ）投資主に対する関連する通知の公表日以降、本投資法人、サブ・ファンドまたはその投資証券

クラスの解散が決定された場合

（ｆ）本投資法人の支配の及ばない状況が存在すると取締役会が判断した期間であって、本投資法人

のサブ・ファンドまたは投資証券クラスの取引を継続することが投資主にとって実行不可能ま

たは不公平となる場合

（ｇ）関連する投資証券クラスの資産の重要な部分を表章する投資信託の１口当たり純資産価格の決

定が停止している期間

（ｈ）本投資法人の別のサブ・ファンドまたは別のＵＣＩＴＳ（もしくはそのサブ・ファンド）との

合併があった場合（当該合併が投資主の保護のために正当化されると取締役会が判断した場

合）

（ｉ）本投資法人のフィーダー・サブ・ファンドの場合（マスター・サブ・ファンドまたはマス

ター・ＵＣＩＴＳの純資産価額の計算が停止されている場合）

停止およびかかる停止の終了の通知は、ウェブサイトhttps://www.robeco.com/en/riamにて公表さ

れ、また、適切な場合、本投資法人の投資証券が販売されている国の取締役会が決定した新聞に掲載

される。

（後略）

 

＜訂正後＞

純資産価額決定ならびに申込みおよび買戻しの一時的停止

本投資法人は、その裁量により、かつ投資主の最善の利益のために、例外的な状況においてそうす

ることを正当化するやむを得ない理由が存在すると判断した場合には、いずれか又はすべてのサブ・

ファンドについて、純資産価額の決定を一時的に停止し、および／または投資証券の申込み、転換お

よび買戻しを一時的に停止することがある。

本投資法人は、以下を含むがこれらに限らない例外的な状況において、これらの措置を発動するこ

とを決定する場合がある。

（中略）

（ｄ）本投資法人が、投資証券の買戻しの支払いを目的とした資金の本国送金が行えない期間、また

は投資対象の現金化もしくは取得、または投資証券の買戻しによる支払いに伴う資金の送金

が、通常の為替レートで実施できないと本投資法人が判断した期間

（ｅ）投資主に対する関連する通知の公表日以降、本投資法人、サブ・ファンドまたはその投資証券

クラスの解散が決定された場合

（ｆ）関連する投資証券クラスの資産の重要な部分を表章する投資信託の１口当たり純資産価格の決

定が停止している期間
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（ｇ）本投資法人の別のサブ・ファンドまたは別のＵＣＩＴＳ（もしくはそのサブ・ファンド）との

合併があった場合（当該合併が投資主の保護のために正当化されると本投資法人が判断した場

合）

（ｈ）本投資法人のフィーダー・サブ・ファンドの場合（マスター・サブ・ファンドまたはマス

ター・ＵＣＩＴＳの純資産価額の計算が停止されている場合）

（ｉ）本投資法人の支配の及ばない極端な状況が存在すると本投資法人が判断した期間であって、本

投資法人のサブ・ファンドまたは投資証券クラスの取引を継続することが投資主にとって実行

不可能または不公平となる場合

停止およびその終了の通知は、ウェブサイトwww.robeco.com/en/riamにて公表され、また、適切な

場合、本投資法人の投資証券が販売されている国の本投資法人が決定した新聞に掲載される。

（後略）
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別紙Ｂ

定義

＜訂正前＞

（前略）

投資証券クラス

ファンドは、投資家に対し、各サブ・ファンド内の一または複数の投資証券クラスに投資する選択肢を提供

する。各クラスの資産は共同で運用されるが、投資証券クラス間では、適用される販売手数料または買戻手

数料の体系、報酬体系、最低保有額、通貨または配当方針が異なる場合がある。

 

本投資法人

ロベコ・キャピタル・グロース・ファンズは、商事会社に関する1915年８月10日法（改正済）および投資信

託に関する2010年12月17日法（改正済）パートＩに従ったルクセンブルグ籍の「変動資本を有する投資法

人」である。本投資法人は、アンブレラ・ファンドの形態をとり、複数のサブ・ファンドで構成されてい

る。各サブ・ファンドには、一または複数の投資証券クラスが設定されることがある。本投資法人に関する

記載は、該当する場合、本投資法人の一切の委託先にも言及している。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

投資証券クラス

ファンドは、投資家に対し、各サブ・ファンド内の一または複数の投資証券クラスに投資する選択肢を提供

する。各クラスの資産は共同で運用されるが、投資証券クラス間では、適用される販売手数料または買戻手

数料の体系、報酬体系、最低保有額、通貨または配当方針が異なる場合がある。

 

気候リスク分析

企業および国家の財務見通しに対する、重要な気候移行リスクおよび物理的気候リスクのファンダメンタル

な影響分析

 

本投資法人

ロベコ・キャピタル・グロース・ファンズは、商事会社に関する1915年８月10日法（改正済）および投資信

託に関する2010年12月17日法（改正済）パートＩに従ったルクセンブルグ籍の「変動資本を有する投資法

人」である。本投資法人は、アンブレラ・ファンドの形態をとり、複数のサブ・ファンドで構成されてい

る。各サブ・ファンドには、一または複数の投資証券クラスが設定されることがある。本投資法人に関する

記載は、該当する場合、本投資法人の一切の委託先にも言及している。

（後略）
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別紙Ｃ

 

サステナビリティ開示

以下のとおりに更新されます。
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